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本書の初版を 2002 年に公刊してから、実に 22 年以上の歳月が経過し、その間、債権法改正、物
権法改正、相続法改正など多くの改正がなされていて、その内容を整理すべく、わが国の学説が
影響を受けたドイツ法の近年の研究成果も取り入れつつ， ドイツ法理論の背後にある歴史的経
緯・目的も併せて明らかにしながら、新しい判例、学説を考慮した初版以来の待望の改訂版です。
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